
令和８年度
秋田港セミナーin東京

秋田県商工業振興課

「秋田港コンテナ航路で切り拓く、
新しい物流の選択肢」



１ 秋田港の概要

２ 国際コンテナ定期航路について

３ 秋田港のコンテナ貨物について

４ コンテナ貨物のインセンティブ制度について

５ 新たな輸送ルート・輸送モードのご提案

６ 進化を続ける秋田港
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本日のご説明



１、秋田港の概要～立地・アクセス～

位置 東北地方の日本海側

ニューヨーク、北京とほぼ同じ北緯40度付近

面積 11,638㎢

人口 86７,７３７人（令和８年４月1日現在）

秋田県について
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コンテナ貨物取扱量

大船渡港

秋田港

八戸港

釜石港

【出典：国土交通省2025年（速報値）】

秋田港は、北東北の港で   のコンテナ貨物取扱量

東北各地と結ぶ高速道路ネットワーク

秋田港のアクセス

※数値は空コンテナ含

6,725TEU

7,524TEU

40,813TEU

48,179TEU

最大



秋田港
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横手北SIC～大曲IC間
４車線化の優先整備
区間に選定！

北上市、花巻市から約２時間

北上ＪＣＴ-秋田北ＩＣ
〈122.9km/約1時間４0分〉
秋田北ＩＣ-秋田港
〈秋田北ICより秋田港まで約20分〉

弘前市から約２時間30分

大鰐弘前IC-秋田北ＩＣ
〈138km/約2時間〉
秋田北ＩＣ-秋田港
〈秋田北ICより秋田港まで約20分〉

酒田市から約1時間50分

酒田みなとIC-秋田北ＩＣ
〈115km/約1時間３0分〉
秋田北ＩＣ-秋田港
〈秋田北ICより秋田港まで約20分〉

遊佐象潟道路の開通
による利便性向上！

１、秋田港の概要～立地・アクセス～



秋田港⇔秋田北ＩＣ
を約１０分で接続 

※現況ルートの
所要時間約１／２

※国道７号・ＪＲとの
立体交差イメージ

【秋田港へのアクセス強化】
・国道７号・ＪＲの立体交差化
・大型車の走行に配慮した幅員の確保
事業期間：令和元年～令和１１年（予定）
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１、秋田港の概要～立地・アクセス～
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秋  田  港
外港地区

5.7ha

11.3ha

トランスファークレーン ３基

コンテナヤード

ガントリークレーン ２基

くん蒸施設

外港2号岸壁
(-13m)260m

外港1号岸壁
(-13m)270m

１、秋田港の概要～コンテナターミナル～

コンテナヤード

○取扱能力：１０万ＴＥＵ／年

○ふ頭用地：１７. ０ha

○バース：２６０ｍ×１

○コンテナ蔵置能力：7,998TEU

ド ラ イ ：3,894TEU

リーファ：96TEU

空 コ ン ：4,008TEU

○冷凍電源設備：48口（6口×8基）

○夜間照明設備：11基
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２、国際コンテナ定期航路について

最新の情報はこちら



（令和8年5月現在）

○ 韓国釜山航路（ＪＰＳ１・ＢＪＳ）

運航船社 代理店 便数・曜日 寄港地

高麗海運／南星海運
（協調配船）

秋田海陸 週１便（土）
釜山－新潟－秋田－苫小牧－八戸－仙台－常陸那珂－釜山新港－
釜山－蔚山－光陽－青島－大連

運航船社 代理店 便数・曜日 寄港地

高麗海運／南星海運
（協調配船）

秋田海陸 週１便（火） 釜山－博多－金沢－釧路－苫小牧－石狩－秋田－釜山新港

○ 韓国釜山航路（ＴＨＳ４）
運航船社 代理店 便数・曜日 寄港地

長錦商船／興亜LINE
（協調配船）

日本通運 週１便（水） 直江津－秋田－新潟－釜山－釜山新港

○ 韓国釜山航路（ＴＨＳ５）

運航船社 代理店 便数・曜日 寄港地

長錦商船／興亜LINE
（協調配船）

日本通運 週１便（金） 石狩－苫小牧－秋田－釜山－釜山新港

●国際フィーダー航路（神戸港発着）

運航船社 代理店 便数・曜日 寄港地

井本商運／ＯＯＣＬ 秋田海陸 週１便（火） 神戸－北九州－秋田－新潟－直江津－富山－北九州－神戸

○ 韓国釜山航路（ＢNＸ）

運航船社 代理店 便数・曜日 寄港地

ｴｸｽﾌﾟﾚｽ・ﾌｨｰﾀﾞｰｽﾞ 秋田海陸 週１便（月） 釜山－新潟－秋田－富山－釜山

○釜山・青島・大連航路（ＮＣＱ）
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２、運航スケジュールについて



（令和8年5月現在）

航路 寄港日
所要日数

輸出（移出） 輸入（移入）

韓国釜山新港 月 ３日 ３日

韓国・青島・大連 土
青島：１３日
大連：１４日

大連：６日
青島：７日

韓国釜山・釜山新港 火 ３日 １２日

韓国釜山・釜山新港 水 ４日 ３日

韓国釜山・釜山新港 金 ２日 ５日

国際フィーダー航路
（神戸港発着）

火
北九州：４日
神戸：６日

北九州：２日
神戸：４日
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２、運航スケジュールについて
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２、釜山港とつながる秋田港

①North Port

②New Port

25KM

基幹航路中心Service 
(米州、欧州など)

2023年1,631万TEU (70%)

Intra Asia中心Service
(日本,中国,東南アジアなど）

2023年684万TEU (30%)

①North Port
②New Port

日本発着船舶北米、欧州等発着船舶

< 現在の主な寄港パターン >

①North Port
②New Port

< 今後の主な寄港パターン >

北米、欧州等発着船舶 日本発着船舶

今後、釜山新港の開発により、さらに利便性が向上！

【蔵置率について】

・ピーク時(2021年12月～2022年2月)は80％超

・直近は適正水準である70％以下まで落ち着いている状況



秋田港の利便性の向上を図り、貿易を促進するため、国際コンテナ航路を運航している
韓国船社を訪問し、既存航路の維持拡充を要請。
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長錦商船・興亜ＬＩＮＥ高麗海運 南星海運

２、国際コンテナ定期航路について
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秋田港の更なる利用促進を目的に、港の利便性や優位性を周知するため、荷主企業及び
物流事業者を対象としたセミナーを開催。

 日時：令和６年７月１９日
   主催：釜山港湾公社 共催：秋田県

釜山港セミナーinAKITA

 日時：令和８年８月２６日
   主催：秋田県／秋田県環日本海交流推進協議会

R８秋田港セミナー in 秋田

２、国際コンテナ定期航路について

 日時：令和７年１２月３日
   主催：阪神国際港湾㈱ ほか

阪神港セミナーin秋田
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阪神国際港湾株式会社との共同開催のもと、秋田港を利用する企業が一堂に会して活用
事例や課題を共有・検討し、物流体制のさらなる高度化に向けたミーティングを開催。

 日時：令和８年５月２９日
会場：秋田総合庁舎会議室   

２、国際コンテナ定期航路について

秋田港荷主コアミーティング 参加荷主企業：７社（オンライン、資料提供含む）

○中継港の使い分け

・釜山港経由：輸送コストが安い、地理的に近く便数も多い

  トランシップの混雑による遅延リスク

・阪神港経由：定時性が高い、輸送リスク分散

・サブ港（仙台・京浜等）：冬場の気候安定性、

直行便によるリードタイム短縮に利用

○共通する課題

・釜山港の混雑や接続船の変更による日程管理が困難

・ドライバー不足による長距離ドレージの困難とコスト増

・ラウンドユース（空コンテナの有効活用）が不十分

○今後の取組と荷主間連携

・トラックの帰り荷のマッチングや共同輸配送

・コンテナラウンドユースの可能性



輸出品目 金額 前年比 輸入品目 金額 前年比

（１）非鉄金属
（２）一般機械
（３）紙及び板紙
（４）金属鉱及びくず
（５）輸送用機器

25,０４０,310
13,469,449
  6,233,341
  3,826,363
  3,663,643

90.3%
 106.0%
 104.9%
113.3%
  83.9%

（１）金属鉱及びくず
（２）石炭
（３）電気機器
（４）木製品及びコルク製品

（５）化学製品

71,856,314
63,305,700
29,330,797
  6,077,555
  5,913,797

99.7%
68.5%

130.7%
104.2%
104.1%

（単位：千円）

（単位：億円）

秋田県の貿易額（秋田港、能代港、船川港）
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３、秋田港の貨物について（貿易額）



主な品目

秋田港のコンテナの取扱量（実入り）

輸出品目 輸入品目

（１）紙・パルプ
（２）非鉄金属（亜鉛類）
（３）木製品（合板）
（４）再利用資源（古紙等）
（５）自動車部品

（１）木製品
（２）製材
（３）金属製品
（４）原木
（５）金属くず 15

３、秋田港のコンテナ貨物について



令和８年度荷主定着化奨励金【トライアル枠】

支援区分 交付要件
交付額

単 価 限度額

輸 出 入
(移 出 入)

１、対象年度の過去２ヵ年度に秋田港コンテナ航路を利用し
た輸出入または移出入を行った実績がないこと
２、１ＴＥＵ以上の輸出入または移出入を行うこと
３、翌年度以降も継続して秋田港を利用する計画がある場合

５万円 ３0万円

陸 送 費 上記に該当する方

区 分 単 価 限度額

片道30km以上
90km未満

5千円/TEU 50万円

片道90km以上 2万円/TEU ５0万円

16

４、インセンティブ制度について

◎奨励金申請額が予算額を上回る場合は、按分して助成することがあります。
◎1TEU＝20フィートコンテナ
◎取扱量＝TEU数 荷主企業の利便性向上、コンテナ量拡大につ

ながるよう随時改正しています

新たに秋田港を利用した物流ルートを構築するためのトライアル輸送に係る費用を助
成します！



支援区分 交付要件 交付額（限度額）

輸 出 入
(移 出 入)

「50TEU以上の輸出入または移出入」を行う方
基本額と加算額を合計した金額を交付
【基本額】

①50TEU～  ･･･････････････ 50万円
※99TEU以下は1TEU×5,000円

②200TEU～  ･･･････････････ 80万円
③500TEU～  ･･････････････ 120万円
④1,000TEU～ ･･････････････ 2０0万円
⑤２,５00TEU～ ･･････････････ 280万円
⑥5,000TEU～ ･･････････････  500万円
⑦8,000TEU～ ････････････ 1,000万円

【加算額】
※過去３カ年度の全ての年度において秋田港航路の利用実績が

   あり、過去３ヵ年度のうち、最も取扱量実績（ＴＥＵ）が多い年度
 と比較した増加分×５千円を加算（加算限度額１００万円）

陸 送 費 上記に該当する方

区 分 単 価 限度額

片道30km以上
90km未満

5千円/TEU
50万円

片道90km以上 2万円/TEU
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◎奨励金申請額が予算額を上回る場合は、按分して助成することがあります。
◎1TEU＝20フィートコンテナ
◎取扱量＝TEU数 荷主企業の利便性向上、コンテナ量拡

大につながるよう随時改正しています☜ 最新の情報はこちら

４、インセンティブ制度について

令和８年度荷主定着化奨励金【通常枠】

R５ R６ R７ R８

← 加算対象分
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５、物流を取り巻く情勢

➣物流問題の「本格化・定着化」

・ドライバー不足と物流コスト高騰の定着・長期化

➣ＢＣＰ等の観点から

・相次ぐ大規模自然災害・気候変動リスク
・地政学リスク等、不透明な国際情勢への対応

輸送ルート・輸送モードの転換

ルートの複線化によるサプライチェーン強靭化

秋田港という選択肢！
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５、ご提案①～輸送ルートの転換～
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５、ご提案②～輸送モードの転換～



県内通関業者

秋田県の港湾物流を支えています！

港湾区域内に保税倉庫を整備しているほか、秋田港周辺にも倉庫を整備

５、ご提案～港湾を支える物流体制～
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※主な港湾近郊の倉庫

秋田運送㈱
(保税倉庫:約990㎡) 

秋田海陸㈱
(保税倉庫：延床面積2,500㎡)

日本通運㈱
(延床面積：8337.6㎡)

能代運輸㈱ 
（保税蔵置場：延床面積1102.5㎡）



・防波堤を釣り場として開放

・クルーズ船の受入れ
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６、進化を続ける秋田港～クルーズ船～

2023年は、国際クルーズの受入が再開
し、新型コロナウィルス以前の水準に回復
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６、進化を続ける秋田港～洋上風力発電の推進～

〇関連事業の地場産業化や地域振興を目指す取り組みも進められています。

県内にも広がる関連事業への参入

〇もっと知りたい方は…

・洋上風力発電パンフレット

・秋田風力発電関連企業ガイドブック

パンフレットはこちら ガイドブックはこちら
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メガソーラー発電

バイオマス発電

秋田臨海処理センター
エネルギー供給拠点の整備

陸上風力発電

バイオマス発電

※エネルギー供給拠点完成イメージ図

※再エネ工業団地イメージ図陸上風力発電

再エネ工業団地の整備

オフショアウィンドファーム

陸上ウィンドファーム

オフショアウィンドファーム
(R10運転開始予定)

秋田港周辺は再生エネルギー供給の一大拠点！ 日本一の新エネ供給基地へ！

６、進化を続ける秋田港～日本一の新エネ供給基地へ～
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まとめ

北東北地域における物流拠点

新たな輸送ルート・輸送モードの検討、

ＢＣＰの観点から､選択肢の一つとして

進化を続ける「秋田港」



ぜひ、秋田港のご利用をご検討ください！
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【お問い合わせ先】
秋田県産業労働部商工業振興課

018-860-2218
１０９０１５９９４０@pref.akita.lg.jp

さいごに
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